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。
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▼
監
査
委
員
の
選
任

　
渡
邉
眞
弓

▼
報
告
７　
市
長
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い

て
　
（
公
用
車
に
よ
る
事
故
の
損
害
賠
償
の
額
の
決

定
及
び
和
解
に
つ
い
て
）

を
受
理
し
ま
し
た
。

　
第
３
回
市
議
会
臨
時
会
を
６
月
１
日
午
前
９
時
30
分
か
ら
１
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
今
臨
時
会
は
、
議
長
選
挙
を
は
じ
め
各
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
を

行
い
、
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
報
告
１
件
を
受
理
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

議
長
選
挙議　長

勝崎　泰生

議
長
に
勝
崎
泰
生
を
選
出

第10回　知多市議会　議会報告会

　10月16日（土）午後２時から、勤労
文化会館やまももホールにおいて、第
10回知多市議会議会報告会を開催しま
す。
　内容は、各委員会の審査経過を含む
議会報告、参加者との意見交換などを
予定しています。
　お気軽に御参加ください。
　なお、今後の新型コロナウイルス感
染症の状況により、開催方法を変更す
る場合があります。

第２回臨時会５月議会

件　　　　　　　　　　　名 付託委員会名 委員会結果 本会議議決結果

議案28

報告４
報告５

報告６

令和３年度知多市一般会計補正予算（第２号）

令和２年度知多市下水道事業会計予算繰越計算書の報告について
市長専決処分事項の承認を求めることについて
（知多市税条例等の一部を改正する条例）
市長専決処分事項の承認を求めることについて
（令和３年度知多市一般会計補正予算（第１号））

総　　務
福祉文教

　 － 　

　 － 　

　 － 　

可決（全員）
可決（全員）

　 － 　

　 － 　

　 － 　

可決（全員）

受理

承認（全員）

承認（全員）

※議案の概要は、知多市ホームページ内の市議会のページに掲載しています。

　第２回市議会臨時会を５月12日午前９時30分から１日間の会期で開き、令和３年度知多市一般会計補正予算（第２号）
を可決し、報告１件を受理、２件を承認しました。

議案審議結果

 ６
月
議
会
第
３
回 

臨
時
会

総務委員会 ( ６名 ) 福祉文教委員会 ( ６名 ) 建設経済委員会 ( ６名 )

委  員 長 伊　藤　清一郎 委 員 長 林　　　正　則 委 員 長 藤　井　貴　範

副委員長 中　山　貴　弘 副委員長 石　濵　隼　人 副委員長 藤　沢　　　巌

委    員 久　野　た　き 委    員 竹　内　慎　治 委    員 伊　藤　正　明

委    員 泉　　　清　秀 委    員 冨　田　一太郎 委    員 川　脇　裕　之

委    員 古　俣　泰　浩　 委    員 大　村　　　聡 委    員 中　平　　　猛

委    員 勝　崎　泰　生 委 員 夏　目　　　豊 委    員 渡　邉　眞　弓

常任委員会委員
令和３年６月１日設置

議会運営委員会委員
令和３年６月１日設置

委 員 長 古　 俣　 泰　 浩

副委員長 伊　 藤　 正　 明

委   　員 藤　 井　 貴　 範

委　　員 伊　藤   清 一 郎

委　　員 泉 　 　 清 秀

委　　員 中 平 　 　 猛

委　　員 林 　 　 正 則
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知多市議会のあらましについて紹介します。

　令和３年６月１日の臨時会において、議長をはじめ知多市議会の構成が変わりました。
　そこで市議会について、その役割や仕事、会議の概要を簡単に説明します。

○　市議会議員の定数・任期
　知多市議会は現在18人の議員で構成されています。現在の議員は平成31年４月21日
の選挙で選出され令和元年６月１日に就任しました。任期は令和５年５月31日までの
４年間です。

○　市議会の役割について
　市では、施設整備などによる生活環境の改善、また、安心で安全に暮らすための様々
な施策を推進しています。こうした取組を通じて知多市を住みよいまちにしていくため
には、市民自らの意思と責任で問題を解決していただくことが最も望ましいことです。
しかしながら、市民全員が集まって話し合いをすることは困難であることから、市民が
直接選挙でその代表を選びます。これが「市議会議員」と「市長」です。
　議決機関である市議会と、執行機関である市長は、お互いに対等の立場に立ち、また、
市政の両輪として、それぞれの役割や権限を尊重し合い、市民の期待にこたえるよう、
知多市のまちづくりを進めています。

○　市議会の仕事
　市議会は、市民の負託を受けた市議会議員が、市民の声を市政に反映するため、暮ら
しやまちづくりに係る様々な問題をきめ細かく審議します。
　議会の主な議決事項としては、次のようなものがあります。
　　①　条例の制定・改廃
　　②　予算の決定、決算の認定
　　③　重要な契約の締結や財産の取得・処分を決定
　　④　副市長や教育委員、監査委員などの選任同意　など
　また、議決した決定事項が、正しく実行されているか監視する機能も有しています。



‐ 4‐

日
に
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
同
日
に
遡
っ
て
適
用

す
る
も
の
で
す
。

災
害
時
に
備
え
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を

各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
整
備

問　
防
災
設
備
等
管
理
費
の
通
信
運
搬
費
に
よ
る

避
難
所
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
の
詳
細
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答　
災
害
時
の
避
難
所
に
お
け
る
通
信
環
境
整
備

の
た
め
、
東
部
・
岡
田
・
旭
の
各
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
に
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。
東
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
本
館
の
１

階
・
２
階
、
岡
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
１

階
・
２
階
、
旭
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
１
階

か
ら
３
階
ま
で
の
、
計
７
か
所
に
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
を
設
置
し
ま
す
。

政
令
が
廃
止
さ
れ
た
日
に
遡
り

改
正
後
の
規
定
を
適
用

問　
改
正
後
の
規
定
は
、
令
和
３
年
２
月
13
日
に

遡
っ
て
適
用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
理
由

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
改
正
前
の
知
多
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
定
義
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
を
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令

を
引
用
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
政
令
が
２
月
13

米
作
り
な
ど
の
体
験
活
動
を
通
し
て

職
業
観
や
課
題
対
応
能
力
を
育
成

問　
キ
ャ
リ
ア
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
こ
の
事
業
は
、
旭
東
小
学
校
に
お
い
て
、
５

年
生
を
対
象
に
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
講
師
に
迎
え
て
実
施

し
ま
す
。
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
で
、
児

童
が
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の
米
作
り
を
体
験

し
た
り
、
自
ら
収
穫
し
た
お
米
を
材
料
に
し
た

お
菓
子
作
り
に
取
り
組
ん
だ
り
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
体
験
活
動
を
通
し
て
得
た

課
題
や
成
果
を
発
表
し
、
表
現
活
動
の
育
成
な

ど
を
図
り
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
、
児

童
の
職
業
観
や
課
題
対
応
能
力
を
育
成
し
ま
す
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金

社
協
か
ら
対
象
者
へ
周
知

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
金
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
支
給
対
象
者
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
総
合

支
援
資
金
の
貸
付
業
務
を
実
施
し
て
い
る
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
対
象
と
な
る
方
へ
案
内
を
す

る
予
定
で
す
。

感
染
症
対
策
設
備
導
入
の
事
業
者
に

最
大
40
万
円
の
市
補
助
金
を
交
付

問　
感
染
症
対
策
設
備
導
入
支
援
事
業
補
助
金
の

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
こ
の
補
助
金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
対
策
と
し
て
、
対
象
設
備
の

導
入
を
行
っ
た
事
業
者
に
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
　
補
助
対
象
者
は
、
愛
知
県
の
「
安
全
・
安
心

宣
言
施
設
」
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
中
小
企
業

者
で
、
対
象
と
な
る
の
は
、
市
内
事
業
者
か
ら

導
入
し
た
設
備
で
す
。
主
な
内
容
は
、
換
気
機

能
を
備
え
た
空
調
設
備
、
非
接
触
型
の
ト
イ
レ

や
自
動
水
栓
、
空
気
清
浄
機
、
オ
ゾ
ン
発
生
装

置
な
ど
の
空
気
の
清
浄
化
・
殺
菌
・
除
菌
を
行

う
機
器
、
テ
レ
ワ
ー
ク
用
通
信
機
器
な
ど
で
す
。

　
　
な
お
、
補
助
率
は
４
分
の
３
で
、
補
助
限
度

額
は
40
万
円
で
す
。

　
第
４
回
市
議
会
定
例
会
を
６
月
16
日
か
ら
30
日
ま
で
の
15
日
間
を
会
期
と
し
て
開
き
ま
し
た
。

　
知
多
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
を
は
じ
め
９
議
案
を
可

決
、
諮
問
１
件
を
適
任
と
認
め
、
報
告
１
件
を
受
理
、
請
願
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
知
多
北
部
広
域
連
合
議
会
議
員
な
ど
２
件
の
選
挙
を
行
い
、
議
員
派
遣
を
議
決
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。

　
６
月
定
例
会
に
お
け
る
議
案
審
査
状
況
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
の
審
議
及
び
審
査
状
況

６
月
議
会第

４
回 

定
例
会

委
員
長

　伊
藤
清
一
郎

　副
委
員
長

　中
山
貴
弘

委

　員

　久
野
た
き

　
　泉

　清
秀

　古
俣
泰
浩

　
　
　
　勝
崎
泰
生

総
務
委
員
会

　
議
案
第
29
号
関
係

　
議
案
第
34
号
関
係

　
議
案
第
34
号
関
係

　
議
案
第
37
号
関
係

旭まちづくりセンター

委
員
長　

林

　正
則

　副
委
員
長　

石
濵
隼
人

委

　員　

竹
内
慎
治

　冨
田
一
太
郎

　大
村

　聡

　
　
　
　夏
目

　豊

福
祉
文
教
委
員
会

問答

問答

問答

問 問答 答
　
議
案
第
34
号
関
係

委
員
長　

藤
井
貴
範

　副
委
員
長　

藤
沢

　巌

委

　員　

伊
藤
正
明

　川
脇
裕
之

　中
平

　猛

　
　
　
　渡
邉
眞
弓

建
設
経
済
委
員
会
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▼
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
に
向
け
た
取
組
み
の
推
進

に
関
す
る
陳
情
書

　
・
提
出
者　
榊さ

か
き
ば
ら原　

平た
い
ら

さ
ん

----------------------------------------------------------

▼
公
契
約
事
業
従
事
者
の
適
正
賃
金
と
安
定
雇
用

を
確
保
す
る
公
契
約
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
正
規
労
働
者
が
当
た
り
前
、
安
定
し
た
雇
用
と

１
日
８
時
間
の
労
働
で
暮
ら
せ
る
社
会
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

体
制
・
機
能
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

▼
地
方
財
政
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

▼
障
害
・
介
護
福
祉
に
従
事
す
る
職
員
や
保
育
士

の
人
材
定
着
・
確
保
の
た
め
職
員
配
置
基
準
と

報
酬
・
公
定
価
格
を
抜
本
的
に
改
善
し
、
離
職

し
な
い
障
害
・
介
護
・
保
育
職
場
の
実
現
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
消
費
税
率
５
％
へ
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
「
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
」
導
入
の
た

め
の
条
例
制
定
で
は
な
く
、
教
職
員
の
長
時
間

化
過
密
労
働
解
消
の
た
め
の
施
策
を
求
め
る
陳

情
　
・
提
出
者　
春
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
行
委

　
　
員
会
代
表
の
知ち

崎さ
き
広こ

う
二じ

さ
ん

▼
人
権
擁
護
委
員

　
野の

だ田
有ゆ

み

こ
美
子
氏
（
西
巽
が
丘
１
丁
目
）

　
議
案
第
34
号
関
係

飲
食
店
や
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
巡
る

電
子
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施

問　
観
光
誘
客
消
費
活
動
喚
起
事
業
委
託
料
に
よ

り
実
施
す
る
電
子
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
詳
細
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
参
加
者
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
飲
食
店
で
の
食
事
や
観
光
関
連

施
設
に
お
け
る
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
参
加
の

際
に
、
用
意
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

こ
と
で
ス
タ
ン
プ
を
獲
得
で
き
ま
す
。

　
　
そ
し
て
、
ス
タ
ン
プ
を
一
定
数
集
め
て
応
募

し
て
い
た
だ
い
た
方
に
、
抽
選
で
市
の
特
産
品

な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
　
こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
市
内
・
市
外
を

問
わ
ず
、
広
く
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る

助
成
制
度
を
求
め
る
請
願

　
　
年
金
者
組
合
愛
知
県
知
多
市
支
部
支
部
長
の

中な
か
む
ら村

祐ゆ
う

次じ

さ
ん
外
５
１
５
名
か
ら
提
出
さ
れ
、

　
福
祉
文
教
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査
を
行
っ
た

結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
本
会
議
で
も
、
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

東
海
市
議
会
議
長
会
表
彰

▼
特
別
表
彰
（
議
員
20
年
以
上
）

　
勝
崎
泰
生　
議
員

　
請
　
願

陳

情

紹

介

　
表
　
彰

人

事

案

件

６月定例会 議 案 審 議 結 果

件　　名 付託委員会名 委員会結果 本会議議決結果
議案２９

議案３０

議案３１

議案３２

議案３３

議案３４

議案３５

議案３６

議案３７

諮問１

報告８

請願１

知多市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について

知多市自転車の安全利用に関する条例の一部改正について

知多市認知症施策推進条例の一部改正について

知多市母子家庭等医療費の支給に関する条例の一部改正について

知多市国民健康保険条例の一部改正について

令和３年度知多市一般会計補正予算（第３号）

令和３年度知多市下水道事業会計補正予算（第１号）

知多市議会会議規則の一部改正について

令和３年度知多市一般会計補正予算（第４号）

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

令和２年度知多市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

加齢性難聴者の補聴器購入に対する助成制度を求める請願

議員派遣について

総　　務

総　　務

福祉文教

福祉文教

福祉文教

総　　務

福祉文教

建設経済

建設経済

－

福祉文教

－

－

福祉文教

－

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（多数）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

－

可決（全員）

－

－

不採択

－

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（多数）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

適任（全員）

受理

不採択

可決（全員）

※議案の概要は、知多市ホームページ内の市議会のページに掲載しています。

問答
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執
行
機
関
の
委
員

監
査
委
員

　
渡
邉
眞
弓

広
域
連
合

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
勝
崎
泰
生

知
多
北
部
広
域
連
合
議
会

　
藤
井
貴
範　
　
伊
藤
清
一
郎　
林　
正
則

　
勝
崎
泰
生

一
部
事
務
組
合

西
知
多
医
療
厚
生
組
合
議
会

　
藤
井
貴
範　
　
伊
藤
清
一
郎　
中
平　
猛

　
林　
正
則　
　
大
村　
聡　
　
勝
崎
泰
生

　
夏
目　
豊

附
属
機
関
の
委
員

民
生
委
員
推
薦
会

　
林　
正
則

都
市
計
画
審
議
会

　
伊
藤
正
明　
　
伊
藤
清
一
郎　
林　
正
則

　
夏
目　
豊

内
部
機
関
の
委
員

広
報
広
聴
委
員
会

　
伊
藤
正
明　
　
藤
沢　
巌　
　
石
濵
隼
人

　
伊
藤
清
一
郎　
久
野
た
き　
　
泉　
清
秀

　
林　
正
則　
　
夏
目　
豊

議
会
選
出
各
種
委
員

賛否の分かれた議案の個人別賛否の状況

会派名 創　政　会 市 民 ク ラ ブ 公明党・
保守連合会

日本共産党
議員団

新緑
知多

　　 議員名

議案名

伊　

藤　

正　

明

石　

濵　

隼　

人

伊　

藤　

郎
一
清

竹　

内　

慎　

治

渡　

邉　

眞　

弓

勝　

崎　

泰　

生

中　

山　

貴　

弘

藤　

沢

　
　
　

巌

藤　

井　

貴　

範

林

　
　
　

正　

則

古　

俣　

泰　

浩

夏　

目

　
　
　

豊

泉

　
　
　

清　

秀

冨　

田　

郎
太
一

大　

村

　
　
　

聡

久　

野　

た　

き

中　

平

　
　
　

猛

川　

脇　

裕　

之

議案34 ○ ○ ○ 欠 ○ 議　　　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

請願１ × × × 欠 × × × × × × × × × × ○ ○ ○

※勝崎泰生議員は議長のため賛否を表していません。　　　　　　　　　　○：賛成　　×：反対　　欠：欠席

 議会活動レポート「議長選挙を実施」
所信表明演説
　６月臨時会における議長選挙では、選挙に係る情報発信、選出過程の透明化などを目的
として所信表明演説会を実施しました。この演説会は、選挙前の休憩中に、所信表明演説
を希望する議員からの申出に基づき、議場において開催されるもので、選挙と同様に傍聴
することができます（所信表明演説会の映像は、本会議の録画映像とともに市ホームペー
ジに掲載していますので御参照ください。アクセス方法は10ページに掲載してあります。）。

議会の選挙における指名推選と投票
　選挙の方法には、指名推選による方法と投票による方法があります。
　指名推選とは、議員全員がその方法を用いること、指名者、またその指名者が指名する
ものを当選人とすることのいずれにも異議がないときに用いることができる方法です。選
挙で選出される者が明らかで異論がないという場合に用いられます。
　投票とは、投票用紙を用いて選出する方法で、候補者１名の氏名を記入し、投票者とし
ての自身の氏名は記入しないなど、一部国政選挙などと同様のルールが準用されます。
　今回の議長選挙は投票により行われました。
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市
政
に
対
す
る

一

般

質

問

　
第
４
回
定
例
会
本
会
議
で
、
10
人
の
議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
議
員
名
の
下
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
各
議
員
の
質
問
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

市
民
ク
ラ
ブ

中

山

貴

弘

消
防
車
両
の
運
転
手
確
保
に
向
け

３
・
５
㌧
未
満
の
車
両
導
入
を
検
討

問　
消
防
団
員
の
運
転
免
許
取
得
状
況
及
び
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
平
成
29
年
３
月
の
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ

り
、
新
た
に
準
中
型
自
動
車
免
許
が
創
設
さ
れ
、

普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
た
人
が
運
転
で
き

る
車
両
は
総
重
量
３
・
５
㌧
未
満
に
限
定
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
３
年
４
月
現
在
、
94
・
５
％
の

団
員
が
こ
の
免
許
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

　
　
５
年
後
に
は
全
体
の
３
分
の
１
以
上
が
普
通

免
許
の
み
の
取
得
者
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
総
重
量
３
・
５
㌧
未
満
の
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

安
全
運
転
支
援
装
置
の
設
置
補
助

２
年
度
は
１
０
４
件
の
申
請
あ
り

問　
高
齢
者
安
全
運
転
支
援
装
置
設
置
事
業
補
助

金
の
概
要
及
び
申
請
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
こ
の
補
助
金
は
、
高
齢
運
転
者
の
操
作
誤
り

　
に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止
な
ど
を
図
る
た
め
、

後
付
け
の
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
等
抑
制

装
置
の
設
置
に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
、
令
和

２
年
度
か
ら
県
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
補
助
対
象
は
65
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
と
し
、

補
助
金
額
は
支
払
い
額
の
５
分
の
４
以
内
、
上

限
額
は
障
害
物
検
知
機
能
付
き
が
３
万
２
０
０

０
円
、
検
知
機
能
な
し
が
１
万
６
０
０
０
円
で

す
。
令
和
２
年
度
の
申
請
状
況
は
１
０
４
件
で

２
４
７
万
７
０
０
０
円
、
３
年
度
は
、
５
月
末

現
在
７
件
で
13
万
９
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
体
制
を
整
備
し

コ
ロ
ナ
禍
で
悩
む
児
童
生
徒
を
支
援

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況

及
び
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生

徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
民
ク
ラ
ブ

古

俣

泰

浩

答　
市
内
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
校
内
に
ウ
イ

ル
ス
を
持
ち
込
ま
せ
な
い
、
学
校
で
の
感
染
拡

大
を
さ
せ
な
い
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
児
童
生
徒
が
校
内
で
新
規
感
染
者
と
な

り
、
そ
の
家
族
が
濃
厚
接
触
者
と
判
定
さ
れ
た

事
例
は
こ
れ
ま
で
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
教

育
相
談
な
ど
に
よ
り
実
態
把
握
を
行
っ
て
い
ま

す
。
令
和
２
年
度
か
ら
は
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

　
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
特
別
支
援
教
育
相
談
員
な
ど

　
の
チ
ー
ム
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
備
し
、

積
極
的
に
助
言
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
に

児
童
虐
待
の
防
止
に
努
め
る

問　
児
童
虐
待
の
発
生
状
況
及
び
虐
待
防
止
の
取

組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
本
市
で
令
和
２
年
度
に
虐
待
と
認
知
さ
れ
た

の
は
32
件
で
、
元
年
度
と
比
べ
７
件
増
加
し
て

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認
知
度
向
上
と

支
援
体
制
の
早
急
な
整
備
に
努
め
る

問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
の
把
握
と
認
知
度

向
上
の
た
め
の
取
組
及
び
必
要
な
支
援
へ
と
つ

な
ぐ
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
本
市
で
は
、
知
多
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
を
設
置
し
、
虐
待
な
ど
に
関
す
る
通
報

や
相
談
を
受
け
、
実
情
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
　
し
か
し
、
子
供
や
家
族
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
認
識
が
な
い
た
め
表
面
化
し
づ
ら
く
、
実
態

の
把
握
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、

　
認
知
度
向
上
の
た
め
、
関
係
機
関
職
員
に
対
し

て
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
は
、
把
握
し
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
情

報
を
市
で
取
り
ま
と
め
、
関
係
機
関
と
調
整
・

連
携
し
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
早
急
な
体

制
整
備
に
努
め
ま
す
。

い
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
本
市
で
は
、
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
が

虐
待
を
防
ぐ
予
防
的
な
相
談
業
務
の
中
核
を
担

　
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
健
師
や
保
育
士
な
ど

が
子
育
て
中
の
家
庭
に
対
し
て
相
談
や
助
言
を

行
い
、
家
庭
の
抱
え
る
不
安
や
孤
立
感
な
ど
を

解
消
す
る
こ
と
で
児
童
虐
待
の
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
。

子育て総合支援センター

問答

問答問

答問答

問答
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加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入

助
成
制
度
創
設
の
考
え
は
な
い

問　
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
重
要
性
の
高
い
加
齢

性
難
聴
者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
補
聴
器
購

入
助
成
制
度
を
創
設
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

答　
脳
と
か
ら
だ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
事
業
か
ら
得

ら
れ
る
デ
ー
タ
や
分
析
結
果
な
ど
を
活
か
し
て
、

今
後
の
認
知
症
予
防
事
業
全
般
の
在
り
方
を
検

討
し
て
い
く
考
え
で
す
。
そ
の
た
め
、
現
時
点

で
は
加
齢
性
難
聴
に
特
化
し
た
補
聴
器
購
入
に

対
す
る
助
成
を
行
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
国
共
通
標
準
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行

国
の
シ
ス
テ
ム
仕
様
を
基
に
準
備

問　
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
対
す
る
本
市
の

考
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
法
改
正
に
よ
り
、
住
民
の
利
便
性
の
向
上
や

行
政
運
営
の
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
住
民
記
録
、

税
、
福
祉
な
ど
の
基
幹
系
業
務
に
係
る
情
報
シ

ス
テ
ム
は
、
国
が
定
め
る
全
国
共
通
の
標
準
シ

ス
テ
ム
に
移
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
今
後
、
国
か
ら
順
次
示
さ
れ
る
各
業
務
に
お

け
る
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
を
基
に
事
務
の
見
直
し

を
検
討
す
る
な
ど
、
標
準
シ
ス
テ
ム
へ
の
円
滑

な
移
行
に
向
け
、
準
備
を
進
め
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
水
道
料
金
改
定

中
止
の
考
え
は
な
い

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
第
４

小
学
校
の
課
外
活
動
廃
止
な
ど
で

児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保

問　
本
市
の
課
外
活
動
及
び
部
活
動
の
現
状
及
び

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
授
業
時
間
の
増
加

に
伴
い
、
教
員
が
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間

な
ど
の
確
保
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
小
学
校
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
課
外
活

動
を
廃
止
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
校
で
は
、

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

と
し
て
、
対
外
試
合
や
土
・
日
曜
日
の
部
活
動

を
中
止
し
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
は
、
生
徒
が
自
主
的
に
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
に
取
り
組
む
機
会
を
保
証
す
る
観
点
か

ら
、
平
日
の
教
員
の
勤
務
時
間
内
に
行
わ
れ
る

学
校
の
部
活
動
と
休
日
に
地
域
の
活
動
と
し
て

行
わ
れ
る
部
活
動
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

配
水
場
の
長
寿
命
化
及
び
耐
震
化

基
幹
配
水
管
の
耐
震
化
と
共
に
実
施

問　
丸
根
配
水
場
の
長
寿
命
化
計
画
及
び
管
路
の

耐
震
化
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
配
水
場
の
１
号
池
及
び
２
号
池
は
、
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
を
実
施
し
、
３
号
池
か
ら
５
号
池

ま
で
は
、
断
面
補
修
や
配
水
管
の
更
新
な
ど
の

対
策
を
進
め
ま
す
。
令
和
12
年
度
ま
で
に
施
設

の
長
寿
命
化
、
耐
震
化
で
約
９
億
７
０
０
０
万

円
の
事
業
費
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
管
路
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
基
幹
配
水
管

耐
震
化
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
42
年
度
ま
で
に

口
径
２
０
０
㍉
㍍
以
上
の
基
幹
配
水
管
の
耐
震

化
率
を
１
０
０
％
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
毎
年
約
２
億
円
の
事
業
費
で
、
12
年

度
ま
で
に
延
長
約
11
・
７
㌔
㍍
を
行
う
予
定
で

す
。

投
票
所
の
感
染
症
対
策
を
徹
底
し

投
票
す
る
方
の
安
全
・
安
心
に
配
慮

問　
選
挙
の
投
票
所
に
お
け
る
感
染
症
対
策
及
び

商
業
施
設
の
期
日
前
投
票
所
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

答　
投
票
所
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
定
期

的
な
換
気
、
飛
沫
感
染
防
止
の
た
め
の
パ
ー
テ

　
ィ
シ
ョ
ン
の
設
置
、
記
載
台
の
定
期
的
な
消
毒

な
ど
の
対
策
を
徹
底
し
て
行
い
、
投
票
す
る
方

の
安
全
・
安
心
に
配
慮
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
投
票
日
当
日
に
お
け
る
投
票
所
の
混

雑
緩
和
の
た
め
期
日
前
投
票
の
一
層
の
利
用
促

進
を
図
り
、
投
票
機
会
の
分
散
化
を
図
り
ま
す
。

　
　
期
日
前
投
票
所
は
、
従
来
の
市
役
所
に
加
え
、

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
知
多
店
１
階
の
北
側
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
横
に
あ
る
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
へ

の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団

中

平

　
猛

波
が
到
来
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
水
道

料
金
改
定
を
中
止
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

答　
水
道
料
金
収
入
の
増
が
期
待
で
き
な
い
中
で
、

老
朽
管
更
新
事
業
や
、
近
い
将
来
に
発
生
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
大
地
震
に
備
え
、
災
害
時
に
も

給
水
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
基
幹
配
水
管
耐

震
化
事
業
を
計
画
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
水
道
水
を
安
定
し
て
供
給
し
、
利
用
者

の
生
活
を
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
支
え

て
い
く
た
め
、
料
金
改
定
を
中
止
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。市

民
ク
ラ
ブ

藤

沢

　
巌

創
政
会

伊

藤

正

明

丸根配水場

市
民
ク
ラ
ブ

藤

井

貴

範

問問 答答

答

問

問答

問答

問答

期日前投票所を設置する予定の
イートインコーナー

（イトーヨーカドー知多店）
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災
害
対
応
な
ど
の
各
分
野
で

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を
検
討

問　
行
政
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答　
災
害
対
策
を
は
じ
め
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に

お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
の
場
が
広
が
っ
て

き
て
お
り
、
今
後
も
様
々
な
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
各
分
野
で
導
入
に
向
け
て
検

討
し
ま
す
。

　
　
そ
の
う
ち
、
防
災
訓
練
及
び
災
害
対
応
に
つ

い
て
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

訓
練
の
実
施
を
検
討
し
、
防
災
活
動
上
の
様
々

な
場
面
で
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を
考
え
ま
す
。　

　
　
今
後
は
ド
ロ
ー
ン
の
配
備
に
向
け
て
、
機
種

の
選
定
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
操
縦
士
の
育

成
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

高
齢
者
施
設
等
職
員
に
対
し
県
は

最
大
６
回
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施

問　
高
齢
者
施
設
等
職
員
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
感
染
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
愛
知
県
は
県
内
全
域
の
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
入
所
施
設
な
ど
の
職
員
を
対
象
に
、
５
月

12
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
間
、
１
人
当
た
り

週
１
回
、
最
大
６
回
を
上
限
と
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

小
中
学
校
プ
ー
ル
の
一
般
有
料
利
用

実
施
す
る
考
え
は
な
い

問　
令
和
４
年
度
以
降
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
終
息
し
た
場
合
、
小
中
学
校
の
プ
ー

ル
を
有
料
で
一
般
利
用
開
放
す
る
考
え
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答　
小
学
校
の
プ
ー
ル
は
、
老
朽
化
の
た
め
順
次

廃
止
す
る
計
画
で
あ
り
、
令
和
６
年
度
以
降
は

水
泳
の
授
業
を
健
康
増
進
施
設
で
行
い
ま
す
。　
　

　
　
ま
た
、
中
学
校
の
プ
ー
ル
は
、
幼
児
や
児
童

に
と
っ
て
は
水
深
が
深
い
こ
と
も
あ
り
、
開
放

個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
は

地
域
ぐ
る
み
で
の
取
組
が
重
要

問　
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
個
別
避
難
計
画
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
要
支
援
者
の
災
害
時
に
お
け

る
円
滑
な
避
難
の
た
め
、
事
前
に
支
援
者
や
避

難
場
所
な
ど
を
記
載
す
る
も
の
で
す
。
災
害
弱

者
へ
の
適
切
な
避
難
支
援
に
有
効
と
さ
れ
て
お

り
、
作
成
に
は
、
支
援
す
る
側
、
さ
れ
る
側
双

方
の
理
解
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
議
員
団

　

久

野

た

き

査
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

収
納
率
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
た
め

滞
納
整
理
機
構
へ
の
派
遣
を
継
続

問　
税
の
滞
納
整
理
を
主
な
職
務
と
す
る
知
多
地

域
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
か
ら
本
市
が
引
き
揚

げ
る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
知
多
地
域
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
は
、
個
人

　
住
民
税
を
は
じ
め
と
し
た
市
町
税
の
滞
納
整
理

を
推
進
す
る
た
め
に
、
知
多
５
市
５
町
が
共
同

で
設
置
し
た
任
意
組
織
で
す
。
派
遣
さ
れ
た
職

員
の
高
度
な
納
税
交
渉
に
よ
る
収
納
実
績
に
加

え
、
各
市
町
に
戻
っ
た
職
員
の
財
産
調
査
や
納

税
交
渉
に
触
発
さ
れ
た
他
の
職
員
の
徴
収
意
識

の
向
上
、
市
町
間
の
情
報
交
換
の
質
の
向
上
と

い
っ
た
効
果
も
あ
り
ま
す
。
滞
納
整
理
機
構
へ

の
参
画
は
、
財
政
の
根
幹
と
な
る
市
税
の
収
納

率
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
、
引
き
揚
げ

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
緑
知
多

川

脇

裕

之

問答

に
当
た
っ
て
は
監
視
な
ど
の
管
理
面
で
困
難
を

伴
い
ま
す
。

　
　
こ
う
し
た
事
例
に
加
え
、
特
に
市
と
し
て
新

た
な
プ
ー
ル
の
要
望
も
聞
い
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
小
中
学
校
プ
ー
ル
を
有
料
で
一

般
利
用
開
放
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。 八幡中学校のプール

公
明
党
・
保
守
連
合
会

大

村

　
聡

　
　
こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方

と
住
民
が
直
接
話
し
合
う
機
会
と
な
り
、
ど
う

す
れ
ば
皆
が
助
か
る
の
か
と
い
う
防
災
意
識
が

高
ま
る
よ
う
に
、
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て
、

　
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
の
主
治
医
な
ど
に
よ
る

ワ
ク
チ
ン
の
訪
問
接
種
を
進
め
る

問　
戸
別
訪
問
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
実
施
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答　
外
出
す
る
こ
と
が
困
難
な
在
宅
の
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
に
対
し
て
は
、
訪
問
に

よ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
そ
の
た
め
、
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る
個
別

接
種
の
各
医
療
機
関
や
、
か
か
り
つ
け
の
主
治

医
に
よ
り
、
自
宅
へ
の
訪
問
接
種
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

公
明
党
・
保
守
連
合
会

泉

　
清

秀

問答問

問

答

答

問

問

答

答



‐ 10‐

５　
月

11
日　
会
派
代
表
者
会
議

12
日　
第
２
回
臨
時
会
本
会
議

　
　
　
福
祉
文
教
委
員
会

　
　
　
総
務
委
員
会

17
日　
会
派
代
表
者
会
議

21
日　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

25
日　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
広
報
広
聴
委
員
会

26
日　
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　
　
　
（
書
面
開
催
）

27
日　
全
国
市
議
会
議
員
共
済
会
代
議
員
会

　
　
　
（
書
面
開
催
）

　
　
　
石
油
基
地
防
災
対
策
都
市
議
会
協
議
会
総　
　

　
　
　
会
（
書
面
開
催
）

31
日　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

６　
月

１
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
第
３
回
臨
時
会
本
会
議

　
　
　
各
常
任
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

４
日　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
常
任
委
員
長
会
議

８
日　
知
多
北
部
議
長
会
（
書
面
開
催
）

11
日　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

議
　
会
　
日
　
誌

16
日　
第
４
回
定
例
会
本
会
議
第
１
日

　
　
　
（
議
案
上
程
・
請
願
付
託
・

　
　
　
議
案
審
議
・
討
論
・
議
案
採
決
）

　
　
　
福
祉
文
教
委
員
会

17
日　
本
会
議
第
２
日
（
一
般
質
問
）

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
広
報
広
聴
委
員
会

18
日　
本
会
議
第
３
日
（
一
般
質
問
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

21
日　
本
会
議
第
４
日

　
　
　
（
議
案
審
議
・
委
員
会
付
託
）

　
　
　
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

22
日　
福
祉
文
教
委
員
会

23
日　
建
設
経
済
委
員
会

24
日　
総
務
委
員
会

28
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
知
多
北
部
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

　
　
　
（
東
海
市
）

30
日　
本
会
議
最
終
日
（
議
案
上
程
・
議
案
審
議

　
　
　
委
員
長
報
告
・
討
論
・
議
案
採
決
）

　
　
　
全
員
協
議
会

７　
月

５
日　
西
知
多
医
療
厚
生
組
合
議
会
臨
時
会

８
日　
広
報
広
聴
委
員
会

15
日　
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

19
日　
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
臨
時
会
（
名
古
屋
市
）

21
日　
知
多
北
部
議
長
会
議
員
研
修
会

29
日　
広
報
広
聴
委
員
会

・

（
知
多
市
）

＝議会を傍聴してみませんか＝
８月・９月の議会開催日程（予定）

８月18日（水）議会運営委員会
　　　　　　　広報広聴委員会
８月30日（月）第５回定例会本会議（開会・議案上程）
８月31日（火）本会議（一般質問）
９月 １ 日（水）本会議（一般質問）
９月 ２ 日（木）本会議（議案審議・決算認定議案上程・委員会付託）
９月 ３ 日（金）福祉文教委員会
９月 ６ 日（月）建設経済委員会
９月 ７ 日（火）総務委員会
９月 ９ 日（木）決算審査特別委員会
９月10日（金）決算審査特別委員会
９月13日（月）決算審査特別委員会
９月15日（水）議会運営委員会
　　　　　　　広報広聴委員会
９月17日（金）本会議（委員長報告・討論・採決・閉会）
　　　　　　　全員協議会

　各常任委員会の開催日程は、８月18日頃に決定します。
　時間はいずれも午前９時30分からを予定していますが、詳しくは議会事
務局までお問い合わせください。
　また、手話通訳または要約筆記を希望される方は、事前に事務局までお
申し込みください。
　新型コロナウイルス感染症対策のため、傍聴される方は、手指消毒やマ
スク着用などの咳エチケットにご協力ください。
　発熱や体調のすぐれない方は、傍聴をご遠慮ください。
　なお、市役所庁舎１階ロビーにおいて、本会議の様子をモニターでライ
ブ中継します。
　広報広聴委員会については、10月に２回の開催を予定しています。
（詳しくは、知多市ホームページ内の市議会のぺージをご覧ください。）
　電　話　0562‐36‐2685（直通）　ＦＡＸ　0562‐33‐8299

※

本会議の会議録・録画映像が
ご覧になれます

　過去の本会議会議録及び本会議録画映
像を、インターネット上の次の場所でそ
れぞれ公開しています。
　スマートフォンからのアクセスには、
次のＱＲコードを御利用ください。

【会議録】
市ホームページ→市議会→議会　会議録検索
→会議録検索→会議録検索（外部リンク）

【録画映像】
市ホームページ→市議会→本会議映像配信→
本会議録画映像配信→本会議録画映像（外部
リンク）

会議録 録画映像


